
地方自治体が進める地域脱炭素化に

参画する民間企業の取組について

1折笠 哲也

代表取締役

常務取締役会津電力株式会社



会社概要 社名
アイナジー

AiNERGY株式会社

役員 代表取締役：折笠哲也 取締役：齋藤浩昭 取締役：佐藤留利子

設立 2012年2月1日

資本金 6,000,000円

株主 会津電力株式会社 ・ 折笠哲也

主な

事業内容

• 太陽光、小水力、風力発電装置の販売

• 太陽光発電所のEPC事業

その他再生可能エネルギー推進事業全般

本社 福島県会津若松市東栄町1-77

本店事務所 福島県大沼郡会津美里町冨川字古屋敷3

2

家庭用・産業用 設計・調達・建設請負（EPC）等

福島県・近県に 400件超
太陽光発電所

実績
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実証実験で得た「雪国太陽光発電」ノウハウ

実証実験で課題克服

誰もが見られる場所に

まず１つ実際に設備を作ることで、

信頼が生まれ、協力者が増える

事業開始当初の2012年

「雪国で太陽光発電は採算が取れない」と言われる

AiNERGYの強み

鉄道コンテナを活用した実験設備

実証実験時の様子



2m

30°のモジュール角度で落雪を促し、冬季間も発電

0°～50°の5段階の傾斜角度で落雪比較実験

モジュール縦設置で落雪効果UP

取付金具によりモジュール間には必ず隙間が発生する。

落雪の妨げとならないよう設置方向を工夫。

雪が引っかかりにくい

雪の落ちやすさと年間の発電効率のバランスが

最も優れたのは傾斜30°

実証実験で得た「雪国太陽光発電」ノウハウAiNERGYの強み
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県内トップクラスの「自家消費型」設計力とノウハウ

自家消費型太陽光発電設備実証のため、2019年に

自社事務所へ設備を導入。

春～秋期間は電力自給をほぼ実現

◼自社事務所を

「自家消費型太陽光発電」で運営

一般的なシミュレーションソフト

◼影の影響も考慮した詳細な発電量予測

全量売電型と異なり、自家消費型は

専用機器設置やお客様の電力使用量

に合った設備容量のご提案が必須。

◼自家消費型設計に不可欠な

 高度な設計力を保有

弊社が使用するシミュレーションソフト

・地域ごとの年間日照時間設定

・周囲のビルや樹木の影の影響を考慮

より現実に即した

発電量予測が可能

障害物の影の影響までは計算不可能

AiNERGYの強み

県内でもいち早く

自家消費型に取り組み

ノウハウを構築



弊社事務所 自家消費型発電＆再エネ設備

従 来 ：蓄電池をバックアップとして活用

本システム：グリッドをバックアップとして活用
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⚫自家消費型 発電システム

新しいシステムを積極的に設置し実証を行っています

最もエネルギーを消費する暖房に

国内で生産できる燃料を使うことで

「エネルギーの地産地消」に

⚫ペレットボイラー
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「日本初の垂直営農ソーラー」を施工

2022年 福島県二本松市

「持続可能な営農」への貢献

元は耕作放棄地

地域の畜産農家が

牧草地として復活させ活用

強度 営農地盤調査、地耐力調査済で

強風に対する十分な耐力を確保

発電所所有：二本松ご当地エネルギーをみんなで考える株式会社
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AiNERGYの強み

雪国での太陽光発電ノウハウは全国トップレベル

ソーラーシェアリングの豊富な施工実績と知見

自家消費型太陽光に必要な高度な設計力



事業紹介
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会津電力株式会社



会津電力株式会社 設立の経緯
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再生可能エネルギーの普及

東日本大震災、それに伴う原発事故の発生

を目指し、県内外の有志が集まった

同時に実現する

福島復興
原発に依存しない

持続可能な社会



会津電力株式会社 会社概要
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商号 会津電力株式会社

所在地 福島県喜多方市

設立年月日 2013年8月1日

役員構成

主な
事業内容

自然エネルギーを利用した発電事業及び電気・熱エネルギー供給事業

元クアルコムジャパン（株）代表取締役会長兼社長山田 純 取締役会長

佐藤 彌右衛門 相談役 合資会社大和川酒造店 代表社員

有限会社大和川ファーム会長磯部 英世 代表取締役社長

AiNERGY(株) 代表取締役折笠 哲也 常務取締役

アイパワーフォレスト㈱ 代表取締役五十嵐 乃里枝 監査役



会津電力株式会社 設立の経緯
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国や大手企業の主導では、地元に技術も人も残らない

地元企業が「リスクを取って行動しない事」が問題

設立当時はまだ再エネへの理解が乏しく、否定的な意見も

雪国で太陽光発電は

採算が取れない

再エネなんて大手企業がやるもの。

地元企業にできるはずがない
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理念に共感し、出資くださった自治体・企業（順不同・敬称略）
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ただし株式の2/3以上は役員が保有

2022年6月現在合計83団体・個人

喜多方市、磐梯町、猪苗代町、西会津町、北塩原村、

只見町、三島町、昭和村８市町村

５金融機関

20企業

個人50

東邦銀行、福島銀行、大東銀行、会津信用金庫、

会津商工信用組合 「会津地銀５行全て」

県内上場企業、県内本社大手スーパーなど



グループ体制
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発電所の開発から発電、小売まで一気通貫の体制を構築

会津電力㈱

• 自治体からの出資

（８市町村）

• 再エネ推進の実績とノウハウ

発電

• 再エネ発電所の設計、

施工管理経験が豊富

• 各エネルギー分野専門家
との人的ネットワーク

AiNERGY㈱

発電所開発 電力小売

会津エナジー㈱

再エネ比率の高い

電力を提供
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※風力発電所は、弊社を含めた３社が運営する

「川内電力㈱」の所有です
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会津電力の太陽光発電所の特徴

高圧発電所 ５カ所

低圧発電所 83カ所

雄国発電所

小規模分散型

・未利用地の活用

・各地域に分散設置

・災害時等非常用電源として各地域で活用が可能

会津初のメガソーラー

再エネ普及啓発施設を併設

多くの見学者が訪れている



収益の一部を子供たちの教育のため

会津若松市へ20年間寄付

その他の再生可能エネルギー ①小水力発電事業

戸ノ口堰小水力発電所
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会津若松市初の小水力発電所 2019年4月稼働
発電所形式：流れ込み式

有効落差：19.5m

導水路管長：163.1m

水車形式：ポンプ逆転水車

水車流量：0.236㎥／s

最大出力：31.4kW （定格出力38.0kW）

売電単価：34円／kWh

売電先： 東北電力株式会社

運転開始：2019年4月

設備概要

取水口

ポンプ逆転水車 水車格納施設

全体像

４カ所開発中



その他の再生可能エネルギー ②バイオマス事業
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CO2固定に貢献
CO2吸着能力が低下※した樹木を適切に伐採

樹齢50年で針葉樹はピーク時の半分、広葉樹は1/6まで低下

熱

発電

植林 CO2排出権

収益化の方法1.
地域内エネルギー収支改善

2.
温暖化対策へ貢献・収益化

森林資源

チップ化伐採

出典：会津地域森林計画書（令和4年）

林野率が82％を占める会津地域の森林資源を活用
※



電力消費

熱利用

熱利用

熱利用

<50kW

<50kW

<50kW

地域(小型)CHP

地域(小型)CHP

地域(小型)CHP

会津電力のアプローチ案「中核発電所」+「小規模分散型」

2.Non-FIT売電

電
力
を
系
統
へ
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投入燃料の約1.5倍の

チップ生産が可能な熱

中核
木質バイオマス

発電所

～500kW
燃料チップを無理なく
入手できる範囲の容量

燃料供給

3.地域内で分散設置

乾燥チップ製造

1.燃料の自社生産
伐採からチップ化まで

燃料生産の

要

バイオマス



バイオマス熱供給 事例
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◼宿泊施設へのペレットボイラー導入事業

県内一の森林面積を誇る喜多方市ならではの再エネ

◼喜多方市と連携したバイオマスボイラー事業

「再エネ100％の酒造り」へ

木質バイオマス蒸気ボイラー

太陽光発電

設置済み

温浴施設、市営体育館

木質バイオマス温水ボイラー

会津電力グループで

地域内での燃料供給も目指す

チップ製造、供給

森のちから㈱

会津電力子会社

伐 採

アイパワーフォレスト㈱

関連企業

大和川酒造店 寛政2年（1790）創業

ペレットボイラーとペレット供給機

バイオマス



収益の一部を子供たちの教育のため
川内村へ20年間寄付（数百万円/年）

その他の再生可能エネルギー ③風力発電
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風車定格
発電出力 3.2MW×3基 9.6ＭＷ

認定出力
（発電所出力） 6.99MW （連系点で出力制御）

運転開始 2024年2月

設置予定地 福島県双葉郡川内村

「川内電力株式会社」設立

会津電力㈱ はじめ３社により



その他の再生可能エネルギー ④配電事業制度について
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「配電事業制度」とは
配電事業への新規参入を認める制度。2022年度スタート

電力をつくる

発電

消費者へ送る

送配電

消費者へ販売

小売

送電網

新規参入事業者が
借りる・購入できる

配電網

消費者

地域コミュニティで小規模の発電設備を設置し、

独立運用を行う「マイクログリッド」が可能に

弊社も 発電・配電・小売 まで行うことを検討しています



喜多方市における地域マイクログリッド構築
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地域マイクログリッドの先例モデルの構築による自立的普及と、地域共生型再生可能エネルギーの普及拡大を目指します。

2022年

■コンソーシアムメンバー(予定)

■地域マイクログリッド対象区域 ・災害等による大規模停電時に電力が供給される主な施設

・マイクログリッドを構成する設備の概要

■事業の背景、目的
• 喜多方市は、再エネ導入の自然資源に恵まれているものの、その地域のポテン
シャルを十分生かし切れていない。さらに、山間部やへき地では、配電網がぜい
弱であり、災害時のレジリエンス確保に向けた取り組みが急務である。

• 本事業では、喜多方市を中心とした地域マイクログリッドを構築することで、再エ
ネ導入比率の向上、地産地消の推進、レジリエンスの強化を目指す。具体的
には、マイクログリッド内に太陽光発電、小水力発電、蓄電池、疑似慣性力を
持つインバーターデジタルグリッドルーター(DGR)を新設する。

会津電力株式会社
会津エナジー株式会社

事業全体幹事・地域マイクログリッド事業者
発電事業・配電事業・小売事業の実施

喜多方市 住民説明、事業協力

株式会社DGネットワーク DGR設計・販売、DGR運用サポート

東北電力ネットワーク株式会社 マイクログリッド発動指令、系統運用管理

施設名 概要

熱塩小学校 市指定避難所

熱塩加納地区センター

日中線記念館

熱塩森林事務所

設備名 新設/既設 仕様等

太陽光発電 新設
2,243.7kW -遊休地 2,076.3kW

 -指定避難所屋根置き   75.6kW 
-民間施設屋根置き 94.5kW

水力発電 新設 200.0kW

DGR-A 新設 連系点(解列部）に設置20kW/台 22台

DGR-S 新設 高圧需要家2次側に設置20kW/台 37台

蓄電池 新設 885kWh DGRに内蔵（15kWh/台）

ディーゼル発電機 新設 740kW:20kW/台×37台（DGR-S台数）

EMS 新設 DGR内部のDGC(デジタルグリッドコントローラ)

■：小水力発電所予定地

■：野立て太陽光予定地

■：熱塩小学校（避難所）

■：開閉器A

■：開閉器B

●：DGR-A設置場所（想定）

●：同期遮断器設置場所（想定）

■

■

■

施設名 概要

熱塩温泉郵便局

旅館・商店 11か所

事業所その他 6か所

住宅 219軒



今後の太陽光発電普及への課題

✓ 固定買取価格制度（ＦＩＴ）が活用できない
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✓ FIT時代にすでに太陽光発電が設置され尽くし、適した用地が少ない

耕作放棄地や農地の活用が重要

✓ 太陽光発電設備のコストを抑える必要あり

自治体の補助金を活用

農地と補助金の活用が今後の太陽光発電普及の鍵

ＦＩＴ
Non-FIT型や自家消費型の推進に切替えが必要



会津若松市・喜多方市との連携強化

2023/12/08 26

• 2023年5月

喜多方市が脱炭素重点加速化地域に採択

• 2023年４月 会津若松市が

脱炭素先行地域に採択

会津電力はAiCTメンバーの一員として参画

• 2022年12月

喜多方市とカーボンニュートラル宣言の実現に

向けた協働に関する連携協定を締結
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AiCTについて

一般社団法人

AiCTコンソーシアム
ICTオフィス

「SmartCity AiCT」
首都圏のICT関連企業の

機能移転受け皿にも

参加企業が

入居

地方創生を実現する「スマートシティプロジェクト」

加速を目指し2021年設立

弊社参加WG
AiCTコンソーシアム
Webサイトより

© 一般社団法人AiCTコンソーシアム
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会津電力グループは

AiCTコンソーシアムの
会員企業です。

AiCTコンソーシアムWebサイトより 会津電力

AiNERGY
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地域脱炭素移行・再エネ推進交付金
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会津若松市 採択 喜多方市 採択
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交付限度額

50億円
交付限度額

20億円

※詳細は

環境省Webサイトを

ご確認ください
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「脱炭素先行地域選定結果（第３回）概要」より抜粋

会津若松市



喜多方市
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出典：

環境省脱炭素地域づくり

支援サイト
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出典：

環境省脱炭素地域づくり

支援サイト



当交付金で計画中のシステム概要
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①オンサイトPPA
民間・公共施設の屋根上に

太陽光発電を設置

②ソーラーシェアリングを活用した

オフサイトPPA

③オフサイトPPA+蓄電池

発電事業者

発電事業者



今年度採択の事業実績
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375kW × １箇所（雄国地域）高圧発電所

低圧発電所 49.5kW × 8箇所

全て営農型オフサイトPPA

形態

会津若松市

喜多方市

• 生涯学習総合センター（公共施設）

• ㈱ヨークベニマル 花春店様（民間）

• ㈱エフコム様 （民間）

高圧発電所

低圧発電所 49.5kW × 10箇所

１

予定

オンサイトPPA

オフサイトPPA（４箇所営農型）
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オフサイトPPA+蓄電池

設計例
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オフサイトPPA+蓄電池

設計例
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オフサイトPPA+蓄電池

設計例
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2012年 創業時

と批判する人も多かったが…

雪国では

無理！

・積雪で発電しない

・雪の重みで設備が倒壊する

・台風でパネルが飛散したらどうするんだ？

・発火したらどうする？

・国が本当に20年間電気を買ってくれるのか？

会津に太陽光発電を普及させる！
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実験施設を1カ所造り、

冬期の発電データを銀行へ

信用を得た

88カ所の発電所が実現

どうすれば実現できる？
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できないに

決まってる

・水利権はどうする？

・漁業権も大変だ

・調査、設計ができるのか？

・河川協議者と話が出来るのか？

・水車はどうする？

・開発費はあるのか？

・リスクマネーはどうする？

実現！

次は小水力発電所をつくる！
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やれるもんなら

やってみろｗ

・開発費はあるのか？

・時計用の電波塔近くに設置できるはずが無い

・役場や住民は反対している

・調査は出来るのか？

・メンテナンスはできるのか？

・莫大な設備費用はだせるのか？

・道路の占有許可は大変だ

・保安林の解除なんて出来るはずが無い

実現！

次は風力発電所だ！
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実現できた理由

自治体・金融機関・専門家・地域の方々 etc.

共感してくださる多くの方々の協力を得て実現できた

自分たちは元々素人の集まり

「地域のために」という想い だけがあった

融資
します！

技術協力
できます！

土地を
使ってほしい
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「微力」でも

同じ想いを持った人達が集まれば

大きな流れになります
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地方の技術系零細企業が集まる組合実際の例

人・モノ・金がない零細企業が

短期間で成長し生き残るためには「教え合い」が不可欠

従 来

自社の技術は門外不出

業界の停滞

技術を開発し競い合う

×4チーム
5社で

1チーム

ものすごい速さで

全体の技術力向上

全国トップクラスの組合に
全国コンクール優秀賞受賞企業 最多の県に

近 年
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太陽光発電拡大の要・

営農型太陽光発電は困難が多い

「脱炭素ドミノ」への貢献

脱炭素に向けた地域での取り組みが、

ドミノ倒しのように全国に広がっていく「脱炭素ドミノ」

• 規制が多い

• 複数の関係機関の認可が必要

• 契約書の雛形がない

• 座組(メンバー構成や体制)が明確化されていない

志半ばで断念するケース多数

ノウハウを公開し、参入ハードルを下げることが

「脱炭素ドミノ」への貢献になると考えます
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原発に依存しない社会を次世代に残すために仲間を増やしたい

1社で10通りの試験を

10年かけて行う

1年 1年 1年 …10年

10社で1年で結果を出す

1年
＜

協力し合う仲間が多いほど、技術革新は早く進む

そのために弊社は情報・ノウハウを順次公開します

契約書の雛形や事業スキーム等は積極的にWebで公開します



49原発に依存しない社会の実現を促進！

自家消費型太陽光発電のシミュレーション提供サービス

「REKOBOSHI」 2024年スタート

中小企業や一般家庭向けに

シミュレーションを無償提供

自家消費型太陽光発電

導入のハードルを下げる

「ノウハウ公開」の例
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今後提供予定のEPC事業者向け

「REKOBOSHIスタンダード」提案書シミュレーション結果画面

Excel形式で
出力可能

手間のかかる
提案書作成を
簡単に！

無料です。是非ご活用ください！

中小企業・

一般家庭向け
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✕ １人で1,000歩進む 持続性がない

○ 1,000人で一歩を踏み出す
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多くの方々の協力で、不可能と揶揄された事業を実現してきました。

次世代・他企業に同じ苦労をさせないことが、

私達から次世代への恩送りとなり、

ご協力頂いた方々への恩返しになると考えます。

これからも地域のためにチャレンジを続け、

ノウハウを公開して参ります



コーポレートスローガン「すべては未来の子供達の為に」
ご静聴ありがとうございました
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